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とは、 「ドイツ、イギリス、スイスを始めとする諸外国の有名な童話や伝説、 笑話を家庭の読物として一冊に纏めたものである。 」グリム、
ペローなどの昔話・伝説の再話やアンデルセン、ハウフなどの童話、ディケンズ、フケー、ホフマンなどの創作が収められており、オットー自身の創作とオットーが再話したものも多数収録されている。このオットーの原典と小波の翻訳作品を比較すると、小波の怪異観の特色が明らかになる 考えられる。　
小波初期の代表的な作品と言える翻訳作品（事実上は翻案という





























討した植田論文を参照しながら、小波の怪異観について明らかにしてゆき い。ここでは、ドイツ語原文 視野に入れながらも引用には植田訳を用いる。植田は、自らの訳を、原作と小波 『鬼
車』 「両者を詳細に比較検討して小波文学の基礎的部分に鍬を入れてみよう」と記し、自らの訳文と小波の『鬼車』を比較検討しており、原作に忠実に訳していることを明示している。　
植田の原作の題名の訳は「森男」であるが、 「わが国でも深山に

















植田は、 「いちばん大きいちがいは 前者 は森男が王子に対し
て、母から鍵をぬすみ出す方法について くかくしかじかと指示し いるのに、小波ではそれがまった なく 『子供心に一策を案じ』て、まったく自主的に行動を開始して る点である。 」指摘している。植田は、王子の身分や気質から言っても、自分が怪物の指示を仰ぐのがおかしいと考えた ではないか、または
小波自身が堅い信念を持って文学に志した積極的な自らの気質から主人公に自分の考えに信念を持ってほしかったのでは いか、と推測している。　
著者が考えるには、この部分に小波の怪異に対する姿勢が出て










子が自らの仕業と申し出たため、王子を罰することになる。この王子への刑は、植田訳では「今や王子は、王が誓ったように命を落とさねばならなかった。父 自分の一粒種の子を、でもあっさり殺させたくは く、王子をすぐさま荒蕉湿地へ連れてい 、中へ追い込むように命じたが、それ その中で やっぱりきっと命を し──こうして王の誓い 完全に効を奏するからであった。 」と、植田訳では、荒蕉湿地へ追い込むことは死を意味するとされている。　
小波訳では、この部分は、 「只一粒種の我が児むごたらしく殺ろ
す訳にも行かねど、さりとて駟馬は返えされねば止むを得ず死一等だけを減じて、無期徒刑に処せられたり、シテその配所 乃ち森地獄、可愛や件んの王子は、父に別れ母に別れ 郎等共に送られて、彼の林の中に捨てられぬ。姥を捨てたる昔しのためし それにもました恩愛 、絆を無理に引きちぎつ 、 つた一人 我児をば、妖怪の為めに妖怪に遣る。その心根のおそろしさ こも妖怪に遠くはあらず。 」とある。こちら 妖怪に一粒種の我が子をやってしまう王の心の恐ろしさを強調し、死刑を減じて無期徒刑にし森地獄 捨 たと訳されてい ものの 実質的には原作同様に怪物の住む林 追いやったのは変わらず、これを死刑より軽い無期徒刑と表現しているのは、怪物に殺 れ に生き延びるかもしれず、また「 遣る」という表現 よう 怪物
と共生するようなニュアンスにもとれ、怪物は克服できるものという認識が透けて見える。　
情景描写自体は、小波『鬼車』の方が、これでもかこれでもか
と恐怖感をかきたて 濃厚 描写であるが、そ にもかかわらず怪物の住む林に入ることが死を意味しないということは、小波は、怪物（自然の恐るべき一面）は克服できるもの 認識を示していると思われる。　
植田訳では、王子は木の枝にひっかかり、怪物からもらった小
笛を「できるだけ力をこめて吹きはじめ、声をかぎりにさけん」で怪物 呼び、 やってきた怪物の背中に「いわれるが早いか」乗った。一方、小波の訳でも、 「まだ奥に棲む獅子か、虎か、……まだ恐ろしき此の森の主、彼の一眼の妖 か。……＝オゝ一眼の妖怪吾には恐ろしき妖怪ならず、彼には我も恩人なり。 」 あり、ここでもまた小波の が怪物 恐ろしさを精細に表現しよう しいるにもかかわらず、王子が怪物を恐れていないよう 描かれている。しかし、親しみを持って助け ほしいと思って素直 怪物の言 なりになる原作に対 て、小波訳では王子に 怪物は恐ろしくな だけ はなく王子 方 の恩人 と う自負を強調している。恐 べき怪物ではあるが あくまで王子の方が上の立場なのであ　
怪物が王子を自らの住まいに連れてゆく場面では、小波は周到









植田訳では、怪物は「これから外の広い世の中で運だめしをしなくてはならないといった。 」とあるが、 この言葉は小波訳にはない。「外の広い世の中で運だめし」という表現は、 怪物の城が内であり、王子が戻ってくることを想定している表現である。　
その後に、怪物は王子 人間の世界で困った時のアドバイスを
する。植田訳では、 「私が武器と馬に関して持っているも は、なたがお望みになるとすぐ、いつでもあな にご用立てもしますし、ま お望みの場合は、また私の ころへおもどしにもなれます。あなたが何かお望みになるものを要求な ることを、決し遠慮なさる必要はありません」 述べて る。この会話は、小波訳では「又此の後何なりとも欲しと思ふ物あ ば、心 中 念じ給へ。／吾忽ち持ち行きて御身が用に備ふべし」となっており、どちらも怪物が王子を助ける形になっているが、小波訳の方はかなり簡略になっており、借り 物は返せると うことと遠慮 必要ないということが省かれている。植田訳では王子 怪 に借りたら返さなければならないし、遠慮も感じ いうように 怪物が主になって る。これに対して 小波訳で 王子 主であり怪物はあくまで王子を助ける存在にすぎな という位置づけなっている。　
王子がある王国の庭師の見習いとなり、末の王女に隠していた
金髪を見られた場面では、植田訳では単 「この若者がこれまで
見たいちばんきれいな若者であるように思われた。 」 「若者の金髪のほのかな光を見た」とあるが、小波訳では、王女は庭師見習い（王子）の金髪を見てを見て「ハツ胸も轟く。神使が天降りしか、と思はる〻美少年の。 」 、王が見た庭師見習い（王子）を「神の使いの此処に休めるものなら と思ひしかば さてこそかくは止めしなれ。 」とまで描いている。庭師見習い（王子）を実際 神の使いとしたわけではないが、武具 身につけ試合に臨む雄姿を描いたのではなく、 ごく普通 日常生活を送って 庭師見習い子）が怪物と対比してクローズアップされるかのように光り輝かんばかりに見えている姿を描いて のは、王子が物語の主体あることを示して る。　
やがて王によって王女の婿を決める馬上試合が行われることに




器を整えていることがわかり、一方、小波訳でも、怪物がほしい物があったら念じたまえ私が持ってゆくからと言ってはいるが、怪物から教えられた通りに念じると馬・馬具・武器が出現しており、怪 はほしいものを出現させる方法を教え それによって馬・馬具・武器が出現 と理解できるものの、怪物が出現に直接関わっていること 明確にさ ない。　
二日目三日目になると小波訳では、庭師見習い（王子）が怪物
のいる森に行くことさえ明記されず、三日目では馬・馬具 武器をととのえたとあるにもかかわらず怪物 ことには一切ふれられず、庭師見習い（王子）の方に焦点が当て れている　
三日目の試合で白馬に乗り純金の馬具・武具に身をつつんだ王
子を見た者はみな、植田訳では、 「これは人間というよ むしろ神の使いだと思った。 」とあり、ここ 初めて王子が神の使 に見えたという表現が登場している。この部分では王子の試合に臨む雄姿が描かれており、こう た表現はありがちなものであるが、これに対して、小波訳では「身より出づる燦々た 後光、──黄金の精とは誠にこれぞかし。 」とある。神の使いと黄金の精でかなり質が違うように思われる 怪物 対比して輝 ばかりの王子をクローズアップして描いているので　
こうした後に、試合に勝って玉を得た者たちが呼び出されるこ
とになるが、一日目と二日目 庭師見習い（王子）が勝っ もかかわらず証拠の金の玉を与えた公爵の息子 伯爵の息子は勝者として名のり出たにもかかわらず、事実上は三回にわたって勝者となった謎の黄金の騎士（王子）は現れなかった。原作で 、庭師見習い（王子）は自ら進み出るこ なく二人 姉の王女のか
らかいの対象として連れてこさせられた際に金の玉を見られ、王の詰問により初めて自ら戦いに勝って玉を獲得したことと末の王女は自分のものになったことを申し出る。王は庭師見習い （王子）の言葉を信じることなく、庭師見習い（王子）は金の玉を拾ったのであり、いまだ それを探している黄金の騎士がそのうちやってくるだろうと言った。一方、小波訳では、庭師見習い（王子）が自ら黄金 玉を持って名乗り出るが、近衆の武士に叱りつけられ王城に入れずにいた。小波 庭師見習い（王子）の造形は、原作に比べてきわめて積極的な性格に造形されている。王はやはり庭師見習い（王子） 言葉 信じられな が 庭師見習い（王子）が格調高い言葉で戦いに勝って金の玉を手 入れたこ を主張すると、王は、本当の勝者が現れたら詐欺罪にする いう条件付きで庭師見習い（王子）を末娘の婿とするのである こでも見習い（王子）は、意 沿わぬ王を妥協させるだけの格調高い言葉を発する存在である。怪物によっ 成長した王子は、怪物を超えて神々しく自立してゆくのである。　
二人の貴族は庭師見習い（王子）とともに、狩りに行き猟に失










忠実な王妃とともに、すばらしく、楽しく生きていることであろう。もしこの方が っくに亡くなっていさえ なければ。 」が、小波訳では「金髪大王の御代。幾千代と栄えたるも。偏へに彼森地獄の一眼の妖怪が賜物なりとなん語り伝へたるとや」となっている。　
原作は末尾で怪物「森男」のことには一切ふれず、怪物との出
会いによる王子の繁栄が仮定形で語られており、しかも生死すら定かではないような書き方 されている。そのため 全体を通してみると王子のその後の繁栄が明確でな だけ、怪物の比重が高く見える。一方、小波訳では、王子の繁栄は確固 したもので、
怪物からいただいたものとなっている。一見、小波訳は怪物の力をたたえたものになっているようだが、王子は力強く繁栄を生きているわけで、作品をトータルに見れば、小波訳 、あ まで王子の生き方の積極性とそれによる成功が中心として描かれており、怪物は王子 助ける存在にすぎない。　
原作は『森男』と怪物の存在自体が題名となっているのに比し、




































品は詩であるが、小波はタイトルに「狂言」 冠した脚本にしている。３編のうち２編は小波 怪異観が見られる作品 ある めこの２編を考察してみたい。 （植田敏郎訳と比較検討する。 ）　















































には、末尾に「大江山の酒呑童子と云つても、お話では鬼ですが、元より此世に鬼の居さうな筈はありませんから、是はほんの譬喩で、実は鬼の様 おそろしい大盗賊が、子分を大勢連れて、其山に立て籠つて居たのを、頼光が四天王や保昌 一所に、お上の御命を受け 、見事に退治したと云ふまでの事。お話はお話 事実は、事実、諸君一所 してはいけませんよ。 」という結びの文が付されている。この文章は、小波が 怪異は現実のものではなく比喩であり、物語に出てくる怪異などというものは現実の世界には存在しない つまり人間はこの世界 事物すべてを解釈可能であるという合理主義を子どもたちに啓蒙しようと る意図が明らかで 。小波は、この世界のすべて 人知に って解明しうるものであると考えていて、人間が 知を越えたも 謙虚に頭下げるという姿勢はここからはうか えない。　
それならば、なぜ小波は、数々の怪異の物語を描いたのだろう
か。　「諸君！」 （ 『世界お伽噺』第一編『世界の始』序文、博文館、明治
32年）には、 「処で世間には、 此のお伽噺の真価を解せず、 あゝ
云ふ根無し事を教へるのは、小供の為めに宜しく成いとか、妖怪話や不思議談は、少年教育に害があるなどゝ、窮屈な事 云ふがあります。 」と、怪異な物語が教育上害があると う意見に批判的で る。　
また、 「少年文学に就て」 （ 『世界お伽話』第八十二編『木馬物語』
附録、博文館、明治
37年）には、 「少年時代が、最も奇談怪説を喜


































れた山県悌三郎の少年雑誌『少年園』は「新政府の教育路線に忠実たろうとする熱意」にあふれた啓蒙的な内容の雑誌であ が、この雑誌に息抜きとして収録さ ていた文芸作品が少年読者 迎えられつつあることに注目し、当時新興の出版社であった博文館が硯友社と提携して企画刊行したのが『少年文学』叢書であ ことを述べている。　
硯友社の作家たちの児童文学の起点が啓蒙ではなく、福田清人





















『鬼の角』は、童話と言っても昔話と同時代をつなげた滑稽譚のような作品であり、 『鬼車』とは比較しづらい。 （藤本芳則「小波お伽噺胚胎と児童文学状況」には、当時の出版界における「幼年向きには、 滑稽譚が適しているとする認識」 が指摘されている。 「小波お伽噺胚胎と児童文学状況」は 学大国文』平成
14年所収）し
かし、あえてこの両者を比較してみると、小波 『鬼車』は舞台もヨーロッパであり 当時の日本との距離感 考えても 日常と異なった世界に舞台が設定されている いっても良いので ないか。　『鬼の角』は、以下のような物語である。　現世に現れた鬼が角を落とし、老人に拾われた。鬼がやさしく
なる一方、仏心を持ってい 老人の方は鬼のような心になり 鬼に角を返そうとはしなか た。角を返してもらえず困惑した鬼は小僧をさらって鬼の世界での住家である怪雲洞に戻る。日頃と異なる優しく気弱な言動に妻や配下の鬼 ちから不信感をもた た鬼の親方は、 がないこ を隠すためにかぶっていた頭巾 脱が




子、諸子また読過一遍の後は、此鬼の角を匣底に棄てゝ 更に机上の経典を繙け。 」と付され、この世界には観音力と鬼神力が併存するという鏡花の思想の 端を想起させる一文であり、また、子どもがこの童話を一読の後に捨て置 経典をひもとけ と鬼神を描いた自作 児 文学に対していささか自嘲的な鏡花の様子が伺われる。　
この作品は、人間の世界と鬼神の世界が隣り合わせに存在して















転させたも で これも滑稽譚とでも べき作品である。　
桃太郎によって征伐された鬼ケ島の鬼たちは、屈辱を晴らすた
め日本を征伐し桃太郎を倒し奪われた財宝を取り返そうと考えるが、桃太郎 恐れ、実際に行動する者はいなかった。しかし、責任を追及され身分を剥奪され 鬼ケ島の門番夫婦は神に祈って川を流れる苦桃を授かり、そこから苦桃太郎が生ま 、やがて日本征伐に出発する。途中、魔王岳の絶頂で竜王と出会い、さらにその友である大きな狒と狼 連 て、竜王に乗って飛行し がら日本へと向かう。しかし、遠くまでの飛行で疲れた竜王は、途中で狒と狼を振り落としてしまう。怒った苦桃太郎に竜王は巻きついたが怪力によってばらばらにされ、空中で乗り物を失った苦桃太郎も大海へと墜落する。　
題材を昔話にとり描写も簡潔であり結末は勧善懲悪であるもの
の、 『桃 』を反転させてい 点で『桃太郎』のパロディとなっている。ここでも日本は征伐 れる対象として、異界は日本の近
くに設定されている。　
この後、 紅葉は人を食う山男が登場する翻案 『浮木丸』 （原題 『三









世界のすぐ隣に描いており特異な世界観をも 紅葉もまた現実世界から遠くな 場所に異界を設定している。これに対して、小波は異 を遠く離れた別の場所に設定している。もしくは、異界は明らかな錯覚による幻覚であったり、荒唐無稽 揶揄の対象であったりしている。　



































り、人間が自らの小ささを知り謙虚に反省するという発想がないが、それは近代国家を成立 せようと う時点で 行き過ぎた近代合理主義の産物ではないか。そして、これは同時に、後の時代において、怪異を飼いな しペット化 たファンタジーへ つながる流れでもあると思われる。　
人間が倒しうる怪異とは、怪異が本来の意味での怪異たりえず
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